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である PDI, P5, ERp57, ERp46についても同様の解析を
行った。PDIは PDIpと同様に凝集体形成を抑制し、細胞内のエラスターゼ単量体の量を増加さ
せた(レーン 6)。一方で培地中に分泌されたエラスターゼ単量体の量を減少させた。P5, ERp57, 

















































































要な 4つの PDIファミリータンパク質についても同様の解析を行い、PDIは PDIpと同様
にエラスターゼの凝集体形成を抑制し、細胞中のエラスターゼ単量体の量を増加させるこ
とを明らかにした。興味深いことに PDIpは培地に分泌するエラスターゼ単量体の量も増
加させたが、PDIではそのような効果は見られなかった。これらのことから、消化酵素の
一つであるエラスターゼの正常な生合成には PDIpが必要であり、PDIpは PDIファミリー
タンパク質の中で特異な機能を有することが示された。論文提出者は自ら設計し遂行した
実験により、生理的機能が未知であった酵素が生命活動に重要なタンパク質の生合成に重
要であることを明らかにし、このことは自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力
と学識を有することを示している。したがって、藤本拓志氏の提出論文は、博士（生命科
学）の博士論文として合格と認める。 
 
 
 
